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ALOS-3 利用ワークショップ１
課題と要望（サマリ）

・空間情報としての性能について

・スペクトル情報としての性能について

・安定したデータ取得のための体制・運用について

・利用定着と拡大に必要な要件
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空間情報としての性能について

空間的仕様要件

・基準点の全国整備
・標高データの整備
・PRC、厳密軌道法の公開

画素の細かさ

・0.5-1.0m/画素
・Multi、Pan同一分解能

→0.2-0.3m＝畦の識別可
→0.5m以下は規制有

量子化分解能

・ダイナミックレンジの拡大
→現在のALOSではダメ

位置精度

・水平精度1.5m以下
・高さ精度1m以下

観測幅

・50-90km
→広観測幅である程よい

ステレオ撮影

・同一軌道上での２方向撮影は最低条件
・3方向撮影
・後方視分解能も0.8m/画素に合わせる
・高さ精度1m-5m以下
・定常的なステレオ観測



ALOS-3 利用ワークショップ１ （2009.8.26 JAXA/TSC） キーワードノート（課題と要望）

スペクトル情報としての性能について

スペクトル的仕様要件

・スペクトル特性のライブラリー化

・分解能：0.5-1.0m/画素
・後方視分解能： 0.5-1.0m/画素
・刈り幅：70km
・量子化分解能：11bits

パンクロマティック

・B、G、R、NIR
・以上はPanと同一分解能
・Panと同時観測

・高分解能 SWIRを希望
・TIRを希望

マルチスペクトル

・VNIR：57バンド（0.4-0.97μm）
・SWIR：128バンド（ 0.9-0.97μm）
・ダイナミックレンジ：12bits
・分解能：30m/画素
・刈り幅：30km

ハイパースペクトル

プロダクト
・高精度オルソ画像
・パンシャープン画像
・パンシャープン立体視画像
・モザイク画像
・放射輝度の地形補正画像
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安定したデータ取得のための体制・運用について

高頻度観測（高時間分解能）

・回帰日数：46日の短縮

変化が緩やか

・1-数時間に1回以上
－災害対応

・ポインティング
・回帰日数の短縮
・ 複数衛星による観測
－衛星コンスタレーション
-準天頂衛星

-静止軌道（ひまわり型）

・1-3日に１回以上
・ポインティング
・回帰日数の短縮
－低軌道傾斜角

（TRMM型軌道）

変化が早い

・4-16週間の間の常時観測
－農林水産業、雪氷関係等

・ポインティング
・回帰日数の短縮
・ 複数衛星による観測

－衛星コンスタレーション

不測の変化

常時観測

特定時期・期間の変化

小さい←被雲による観測不能の影響の度合い→大きい

観測時間が午後(13:30）の場合、雲の影響が多い→データの連続性からも午前の観測が良い
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利用定着と拡大に必要な要件

観測計画

データデリバリパスなど利用に供する要件

・柔軟な観測計画の立案
・緊急観測の増加
・観測要求の容易さ
・常時切れ目のない観測

・リアルタイム性
-１両日以内の入手

・簡単にデータを探して入手できる
-ユーザフレンドリーな検索システム

・ユーザがすぐ使えるデータ
-高次プロダクト
-汎用データフォーマット

・DRTSの機能強化

迅速性 経済性

低価格
または
無償

・データの継続性の担保
↓

利用者の定着・拡大に必須

継続性


